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髙　島　　　明
はじめに
生き方の指導としての職業指導に携わり，働くことによって男女が自分を成長させるこ
とができるような働き方を考えてきた。日本では，孟子の「夫婦別あり」という教えがあ
るということで，外で働くのは主に男性であり，家庭に留まるのは女性である。この区別
のせいか，日本の男性の労働時間は長くなり，このことが女性の生き方をも縛ってきてい
る。女性の生き方を論じる場合，男性の働き方を無視して論じることは難しいほど，両者
の生き方は相互に深く関係し合っている。
女性が外で働くことにより，男性も働き易くなり，男性の生き方も変わってくる。この
ことが，両者の生き方や子育てに良い影響を与えるはずである。
日本では正規社員になることは難しく，働いている人の３割以上は非正規社員であり，
しかもその中で女性が多くの割合を占めている。たとえ，女性が正規社員になれたとして
も長時間労働で，子どもができると女性は仕事と子育てとを両立するのが難しいというこ
とで，会社を辞めてしまう。
女性がこのような厳しい状況下におかれていることを知っている女子学生は，就職活動
を最初から諦めてしまい，専業主婦志向が強くなっている。女子学生は自分が今までに学
んだことを仕事の中で生かし，十分に手に職を持つことなく，家庭の中に入ってしまう。
そして，女性は子どもが自立するとパート社員として働き出し，社会の中で労働の需給の
調整弁の役割を果たしていくことになる。
労働人口が減っていく中で女性が育児をしながらも，生きがいを持って社会で活躍して
もらうために，どのような働き方があり，なぜこのことが社会の発展のために必要なのか
を考えてみる。そして，男女とも自己の成長が可能となる働き方ができるような社会制度
の構築を模索していくことにする。
１．神谷美恵子と女性の生き方
神谷美恵子（1914〜1979）は精神科医として晩年，岡山県の長島にある愛生園でハンセ
ン病患者のために働いた女性で，彼女にとって新渡戸稲造（1862〜1933）は祖父のような
存在であった。というのは，彼女の父は新渡戸の弟子で，彼に将来母に当たる女性を引き
合わせたのは新渡戸である。
神谷に新渡戸の思い出が残っているのは，彼女がまだ９〜12歳のときのことであり，彼
女が19歳のときに新渡戸はこの世には存在しない。神谷が新渡戸に接するのはほんの短い
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期間ではあるが，彼女の描いた新渡戸の人物像に触れることによって，『武士道』（1）を書い
た彼の人柄に触れ，晩年の彼が武士道の中の徳を実生活の中で，どのように活かそうとし
たのかを見ることにする。
神谷は特に，新渡戸の彼の母への思慕や，「宗教的信念」（神谷：10）（2）から彼をフェミ
ニストと呼んでいる。しかし，彼自身は日本の女性が当時置かれた社会の中での地位の低
さから，その改善を主張する外国人の女性に言及し，日本の女性が置かれた状況を『武士
道』の中で弁護している。
一人のアメリカの女性解放運動家は，「日本のすべての若い女性たちよ。古い慣習に
反対するために決起せよ」と叫んだ。だがこの自己犠牲の教訓が完全に消え失せない
限り，日本の社会はこの軽はずみな考え方を受け入れないであろう。（武士道：150）
新渡戸稲造にとってこの外国のフェミニストの主張が正しいといえないのは，彼女が男
女の差と不平等を区別していないからである。新渡戸が生きた当時にあっては社会におい
て封建的社会意識が根強く残っており，まだ父権が強く，子どもも多く，女性と男性の役
割を分担したほうが平等に見えたのである。
神谷は当時のフェミニストの主張に対する新渡戸の反論を，次のように弁護している。
今の世の中にも権力への反抗の運動が沢山みられますけど，この反抗というものはそ
れだけでは非常にみのりの少ない，内容の貧弱なものになる恐れがあると思います。
もし何かに反抗し反対し，そして何か新しい運動を盛りあげようとするなら，自分た
ちが何を一体代りにめざしているのかということを，その青写真なり理想なりを築き
あげなくてはなりませんし，また現に自分たち自身の中にそれだけの内容をそなえて
世の中に提供しなければ決して積極的な運動にはなり得ないと思います。（神谷：11
−12）
新渡戸が『武士道』を書いた，1898年頃の時代には男女のはっきりした役割分担はやむ
を得なかったのである。女性の権利が認められるには，時代が変わり，女性が自分の持つ
能力を社会で発揮できる，それなりの準備の「時間」が必要だった。
晩年の新渡戸は女子教育に尽力し，当時女性に行われていた学校での「見越道徳」（神
谷：13）を批判している。見越道徳とは，結婚する前から女性に良妻賢母になるための教
育を施すことである。これに対して彼は男女が等しく人間になるための教育を学校で受け
ることの必要性を主張している。
（1）	 新渡戸稲造　『武士道』奈良本辰也訳・解説　知的生き方文庫　1993年
　　　『武士道』は1898年，新渡戸のアメリカ滞在中に英文で書かれたもので，1900年にアメリカで出版される。
（2）	 神谷美恵子　『存在の重み』エッセイ集２　著作集６　みすず書房　1981年
　　　神谷美恵子の父・前田多門は，一高在学中に新渡戸稲造の感化を受ける。前田多門は金沢房子と結婚する
わけだが，前田家にとって新渡戸稲造は祖父的存在になる。
　　　なお，神谷美恵子について以下の拙稿がある。「神谷美恵子と自己実現の問題をめぐって」（日本大学松戸
歯学部一般教育紀要23号　1997年），「神谷美恵子と生きがいの問題について」（日本大学松戸歯学部一般教
育紀要24号　1998年）
─　 ─159
民主主義は自由，平等，博愛の精神から成り立つもので，新渡戸は戦後の日本における
この価値を体験することなく去ってしまう。だが，戦後導入された民主主義はそのための
準備期間を経ることなくして日本に導入される。
西洋で長い期間にわたって勝ち取られ，誕生した民主主義は，日本で根付くことができ
たのであろうか。あるいは，欧米とは異なる価値観をもつ日本では，民主主義というもの
が欧米のそれとは異なって当然なのであろうか。
平等といっても法の前での平等であり，実質的には人間の間にも，男女の間にも差別が
あり，人々は平等であるわけではない。民主主義が当たり前になり，その名の下にいつの
まにかそれを維持するために必要とされる義務と権利の関係が忘れ去られ，一方的に権利
のみを主張する人も多くなっている。民主主義が導入されたのは良いが，その本質が忘れ
去られ，一人ひとりの努力がないがしろにされると，民主主義は衆愚政治になってしまう。
民主主義が国に導入されているからといって，その国で民主主義が実際行われていると
は限らないが，それ以前の専制政治が行われた封建制の下では，個人の自由や平等が制限
される。そのような時代では，女性は自分の能力を発揮することは難しく，女性の生活は
男性に依存せざるを得ず，民主主義であるかどうかで女性の生き方は左右される。
新渡戸稲造が過ごした子ども時代は，江戸時代から明治へと移り変わる時期であり，封
建的な道徳が色濃く残っていた時代である。彼が子どもの時，武家の徳を身につけた母に，
男は出世するまで自分が生まれた家の敷居をまたぐことができない，といわれた。彼自身
長いこと母に会うことができなく，この出世主義の考えのもとで苦しむ。新渡戸は養子に
出されたわけだが，この教えのせいで実母の死に目に会えなかったのである。
欧米で暮らし，そこでの民主主義の実際を体験したことのある新渡戸は，封建制の時代
に誕生した武士道が教える「徳」の良いところと悪いところをよく知っていたに違いがな
いと思われる。民主主義の精神に耐え得る徳は残り，これに耐え得ない徳は消えてしまう
運命にある。
新渡戸は民主的な社会に相応しい女子の教育に尽力するわけだが，これを実践しようと
したのが神谷美恵子である。彼女は二十歳頃に肺結核に罹り，一時結婚することを諦め，
独身で過ごすことを考えていた時期があった。しかし，ある人の勧めで第二次大戦の終戦
直後に結婚することになるが，物のない時代に子どもを授かり，この時代の食料不足を切
り抜けるうえで，彼女のフランス語の知識が役立つ。この体験から彼女自身はこれからの
女性に，生きていくうえで必要となる，生活の糧を稼げるような技能を身につけることの
大切さを，以下のように述べている。
しかし，少なくても若い皆さんとしては今のうちにできるだけ自分の精神機能を盛ん
にして，よく働く頭と，できれば，自分の身についた技能を持っておくこと，何が起
こっても裸一貫で，そこから出発して人生を築いていける，そういう人になってほし
いと思うのです。それが一番大事なことです。他の飾りものは何にもならないのです。
（神谷：71）
この神谷美恵子の考えの中に新渡戸が当時，これからの女子教育に求めていたものが生
きているのがわかる。神谷は，当時の日本が置かれた状況から，女性は子育てのために家
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庭に入らなければならない，という考え方にやむを得ないとしながらも，彼女自身，当時
とは異なる価値観をもち，男性に依存しなくても生きてゆける女性の新しい生き方を模索
する。
神谷はハンセン病患者のために働くことで，彼らから生きがいが与えられ，結婚後も彼
らのために働きたいという強い願いを持ち続ける。これを実現するために彼女は子育てを
しながら職業に従事するわけだが，母として子どものために十分なことをしてあげられな
いことに始終悩み，悪戦苦闘しながらも，社会で働く女性が置かれた状況を少しずつ改善
していこうとした先駆者の一人なのである。
２．『武士道』の中の女性の生き方
新渡戸稲造の『武士道』は，彼の知人である外国人との散歩中に，彼から日本には宗教
はあるか，と問われ，それに答えることができなかったので，これに答えるために後に英
文で書かれたものである。新渡戸は宗教の上に道徳は成り立つものであるということを理
解していたし，ここから『武士道』を書こうとしたということがわかる。
武士道では様々な徳が大切にされるが，その中でも特に儒教に由来する，君主に対する
「忠」と，親に対する「孝」が重んじられる。女性は家庭を守り，子どもを産み，育てる
ことが「孝」とみなされる。
武士道はそれ自体の基準をもっていた。それは二項方程式であった。つまり，女性の
価値を戦場と家庭の，双方で測ろうとしたのだ。戦場においては，女性はまったく重
んじられることがなかった。だが家庭においては完全であった。（武士道：154）
儒教の本質は「シャマニズム」であり，これが家族の中に取り入れられており，祖先崇
拝が重んじられ，ここから日本独特な家族主義が生まれてくることになる。シャマニズム
とは『家族の思想』を書いた加地伸行によれば「魂降し」（加地：44）（3），つまり死者の霊
をこの世に呼び寄せることであるから，これはまさに信仰の問題である。これを受け入れ
るかどうかは個人の信教の自由の問題であるが，この問題が日本人の道徳心と結びつき，
これが日本人の生き方を良くも悪くも特殊なものにし，男女の生活を縛っている。
日本では毎年お盆になると墓参りをするという慣わしがあり，これは日本人の心の奥底
に培われている宗教的情操から由来する問題である。しかし，墓参りをするかどうかは日
本人にとって「孝」という徳の問題になり，これを土台として「家」制度ができあがる。
儒教に裏づけされた家族主義の慣わしが女性の生き方を縛っているし，ここから女性の
生き方を考えていかない限り，日本における女性の生き方の問題の抜本的な解決はありえ
ないことになる。
代々続いてきた家を守るという家族主義のために，戦前の女性には「自己否定」が強い
られた。女性は家庭に入ると男性の指示に従わなければならず，子どもを育てることが女
性の主な役割とされた。
（3）	 加地伸行　『家族の思想』　PHP新書　1998年
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自己否定─これなくしては女性の人生の謎を解く鍵は見あたらない。それは，男性の
忠義同様に女性が家を治めることの基調であった。女性が男性の奴隷でなかったこと
は，その夫たちが封建君主の奴隷でなかったことと同じである。妻たちが果した役目
は「内助」の功として認められた。（武士道：149）
新渡戸稲造の『武士道』は非常に宗教色の強い書物であり，この「自己否定」は武士道
の徳であるばかりではなく，聖書の「奉仕の教え」と一致する。武士道の徳がキリスト教
に由来する騎士道の教える徳と重なるところがあり，これが欧米人の間に共感を生み，『武
士道』がよく読まれた理由の一つでもある。しかし，世俗化された社会に住む人間はその
中に書かれている教えを大切なものとしながらも，どのようにしたらそれが現実の民主主
義を土台とした社会生活の中に受け入れられるのかを考えてみる必要がある。
結婚したからといって全ての夫婦に子どもができるとはかぎらないが，子孫を残すこと
は一族の発展に繋がり，儒教ではそれが親孝行と見なされる。逆に，子どもを残せない夫
婦にとっては，子どもを残せないことはプレッシャーとなる。封建制の強い社会では子ど
もができない夫婦は不幸になってしまうが，子どもができなくても沢山できても幸せにな
れるような生き方があり，このような生き方を模索していける社会にならなければならない。
子どもができないということで，戦前のように妻が離縁されるようなことがあってはな
らないし，家族主義の伝統を守るということの中に，それが持つ負の側面もあるというこ
とをも知っておく必要がある。
３．フロムのいう母性愛と熟年離婚
エーリッヒ・フロム（Erich	 Fromm, 社会心理学者，1900〜1980）は女性が子育てを行
うに際して大切なことを『愛するということ』の中で，旧約聖書の出エジプト記の「乳と
密の流れる地」（フロム：81）（4）に例えて説明する。
「乳」とは子どもの生命を気づかうことであり，これは「優しい母親」にできることで
ある。しかし，女性は子どもが大きくなり自分の子どもが自分から巣立つことを願い，そ
の子への愛を持ち続けるためには，「幸福な人間」でなければならない。このことのため
には，「乳」に加え「密」が必要とされる。大地は女性のシンボルであり，神がイスラエ
ル民族に「乳と蜜の流れる地」を与えると約束したように，女性は母として乳と密の両方
を兼ね備えたものでなければならないのである。
フロムは母が子どもを愛する動機として，母にとって子どもは自己の分身であり，子ど
もを愛することはナルシシズムの表れでもある。更に，母には支配欲があり，子どもを持
つことでそれが満たされる。そして，最後に人間には「超越への要求」が普遍的にあり，
女性は子どもを持つことでこの要求が満たされ，子どもを愛することは女性に人生の意味
と目的を与えるものとなる（フロム：82−83）。
（4）	 エーリッヒ・フロム　『愛するということ』鈴木晶訳　紀伊国屋書店　1991年
　　　「乳と密の流れる地」は，主がモーセに，次のように言われた言葉のなかで使われている。「・・・それゆえ，
わたしは降って行き，エジプト人の手から彼らを救い出し，この国から，広々としたすばらしい土地，乳
と蜜の流れる土地，・・・エブス人の住む所へ彼らを導き上る」（旧約聖書「出エジプト記」３章８節）
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しかし，フロムによると「母性愛」としては，子どもに単に「乳」を与えるだけでは不
十分である。母が子どもの自立を後押しできる，「愛情深い母親」であるためには，自分
の子どもへの愛ばかりではなく，他者への愛が前提とされる。
成長しつつある子どもにたいする母性愛のような，自分のためには何も望まない愛
は，おそらく実現するのがもっともむずかしい愛の形である。ところが，母親が幼児
を愛するのは簡単このうえないために，そのむずかしさはなかなか理解されない。し
かし，それほどむずかしいからこそ，ほんとうに愛情深い母親になれるのは，愛する
ことのできる女性，すなわち夫，他人の子ども，見知らぬ他人，そして人類全体を愛
することのできる女性だけなのである。（フロム：84−85）
日本では男性が安心して外で働けるようにということで，女性は結婚すると家庭に入
り，子育てに専念するが，子どもが独立すると生きがいがなくなるということで，子を手
放したがらない母が増えている。フロムにいわせれば，母は子離れができないということ
は，「優しい母親」であっても，「愛情深い母親」でないことになる。以下において，なぜ
そうなのかを日本特有の現象である熟年離婚の問題と関連させて考えていくことにする。
日本は儒教の影響が強い国で，女性の活動範囲は家庭だけに限定されがちである。家庭
では女性は子どもの時は父に従い，結婚したならば夫に従い，夫が亡くなったら子どもに
従うという，「三従の倫理」が戦前，戦中の社会の中で支配していた。これでは女性の主
体性は無視され，女性は自分の存在に根をおろしているとはいえない。このような教えは
戦後民主主義が導入され，表面的には消えたとはいえ，民主主義の社会になった戦後も，
日本人の心の奥深くに残っており，女性の生き方を規定している。
社会が女性の生き方を決めてしまい，女性は自分の意思で，自分の生き方を選ぶことが
できない。女性は自分に与えられた性を無視することはできないが，これを社会が強調し
すぎると女性差別になってしまわざるをえないといえる。
女性の生き方を縛ってしまうことで明るみに出てくるのが，熟年離婚の問題である。離
婚した場合，年金が夫婦に分割されるということで，一時熟年離婚が増えるといわれ，社
会の話題になったことがある。
熟年離婚とは様々な原因があると思うが，夫が定年間近かになると，結婚以来専業主婦
だった妻が，夫はとても忙しく，夫とコミュニケーションがとれず，夫を待つだけの生活
に満足できず，子どもも独立したということで離婚を申し出るというものである。離婚を
廻って，夫と妻のどちらが悪いかということでよく議論されたが，これは両者とも孟子の，
「夫婦別あり」（孟子：117）（5）という教えと，この影響の下で出来上がった社会制度の犠牲
者なのである。
妻は子どもが独立するまではと，子どもの幸せを考えて「自己否定」し，離婚を抑えて
いたのであるが，このことが家族にとってよかったことかどうかを判定することはできな
い。家庭内における両親の不和を体験している子どもにとって，自分のために離婚を思い
（5）	 『孟子』貝塚茂樹訳　中公クラシックス　2006年
　　　「父子親あり，君臣義あり，夫婦別あり，長幼序あり，朋友信あり」（孟子：117）は，「人倫五常」の教え
といわれるもので，日本人の生き方に強い影響を与え，人間関係における筋道が強調されている。
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留まってもらうよりも，両親の幸せのためにも早く離婚して欲しかったかもしれないし，
この方が結局子ども自身の幸せになるかもしれない。
また，たとえ妻が離婚したとしても，手に職を持っていない女性の自立は難しいものと
なり，結局は誰かに依存せずには生きてはいけなくなる。妻は子どものためばかりでなく，自
分が離婚しても経済的に自立ができないという不安から離婚を思い留まるのかもしれない。
問題は妻が夫を待つだけの生活に我慢ができなければ，外で働けばよいのであって，妻
が外で働けばその分，夫が担う経済的な役割は軽減される。夫が早く家庭に戻れるという
ことは，子どもの成長にもよい影響を与えるものとなる。
女性は子どもが独立してしまうと生きがいが失われるといわれるが，外で働ければ社会
との接点が与えられ，仕事に意欲が持て，これが家庭生活を有意義なものに変えていくこ
とができるようになる。このためにも女性の年収が一定額以下の場合，女性が家庭に留ま
ることを促すような，税金の支払いを軽減するという「優遇税制」や，年金を納めなくて
も年金が貰えるという「第三号被保険者問題」（大久保：212）（6）などは見直しが迫られて
しかるべきである。
女性の関心や活動の範囲を単に家庭に留まるよう強制することで，女性の生き方を縛る
と，これが母親の成長した子どもとの分離にも影響を与える。
ナルシシズム傾向のつよい母親，支配的な母親，所有欲のつよい母親が，「愛情深い」
母親でいられるのは，子どもが小さいうちだけである。ほんとうに愛情深い女性，す
なわち取るよりも与えることにより大きな幸せを感じ，自分の存在にしっかり根をお
ろしている女性だけが，子どもが離れてゆく段階になっても愛情深い母親でいられる
のである。（フロム：84）
女性は社会から強制されるからということでなく，女性性への洞察から自分の性を受け
入れ，これを納得して生きていけるということが，フロムの「自分の存在にしっかり根を
おろしている女性」である。このような女性がフロムのいう「幸福な人間」で，しかも「愛
情深い母親」であり得るし，成長した子どもの自立を後押しできる女性でもある。逆に，
母は幸福な人間でないと，子どもの自立を妨げ，子離れができなくなってしまう。
自らの意思で専業主婦になり，専業主婦であることに満足している女性もいる。しかし，
女性を専業主婦に追いやることで，これが女性から生きがいを奪い，女性の熟練離婚の原
因にもなり，母の子離れを抑えるという結果になることを忘れてはならない。
４．林道義のいう母性と父性
林道義の『母性の復権』によれば，母性は「子どもを可愛いと感ずる優しい心の動きで
（6）	 大久保幸夫編著　『新卒無業』東洋経済新報社　2002年
　　　「働くことに意欲がわく社会制度にしよう」に，働くことに意欲を殺ぐものとして，「優遇税制」と「第三
号被保険者問題」について述べられている。大久保幸夫は，この他にも人々が意欲を持って働くために，「定
年制」や「失業給付のあり方」にも疑問を呈している。
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あり，その心にしたがって子どもを包みこみ，守り，育てようとする性質」（母性：53）（7）
で，女性であれば持っている本能である。しかし，社会にあるこれを否定するようなイデ
オロギーや，女性を取り囲む社会状況などによって林のいう「母性」は容易に壊れてしま
うこともありうる。
林道義は，母と子どもの間に「自立への準備のために必要な一体感」が形成されるまで
は，子どもには母の世話が必要だという，「母性神話」の正当性を主張し，それまでは母
は子育てのために状況が許す限り働いてはならないのである。林にとって，母が子どもを
可愛いと思えないということは，既に母性が崩壊していることを意味している。
そういう意味では，理想は「乳幼児の母親でも働ける社会に」ではなく，「乳幼児の
母親は働かなくてもよい社会に」でなければならない。社会の「子育て支援」という
と，まず「保育園拡充」が出てくるというのは，非常に危険な間違いだと言うべきで
ある。乳幼児の母親が生活に困って働かざるをえないなら，働かなくてもよいように
社会的に保障するくらいのことを考えるのが，本当の「子育て支援」というものであ
る。（母性：195）
林道義の主張は子育てを考えていくうえで非常に参考になるもので，この考えを実現し
ていくうえでも，乳幼児を持つ母親が働かないでもよい制度が十分に整っていない現在，
以下の四つの事柄を考えていかなければならなくなる。
⑴　	労働者の中の非正規社員の割合は３割を超え，非正規社員を夫として持つ妻は夫が
もらう給料だけでは子育てができないという現実がある。しかも，女性は非正規社
員が多く，正規社員でないと失業保険に入るのも，育児休暇を取るにも制限がある。
非正規社員の男性も家庭を持て，子育てができるようにはなっていないからこそ，
女性は働かなければならないのではないか。
⑵　	女性の看護師や教師が，出産後再就職ができないのは長時間労働だからである。男
性が長時間労働だから，女性の労働時間も長くなってしまう。女性が働くことに
よって経済的役割が分担できるようになれば，男性の労働時間が短くなり，男性も
働き易くなるのではないか。
⑶　	思春期を迎えた子どもに父性と母性の大切さの教育を施すことで，男性は外で働き
女性は家庭に留まるのがよいという意識を植えつけてしまう恐れがある。これが熟
年離婚にも繋がり，男性が女性を家庭に縛り，女性から子どもが自立した後，生き
がいを奪ってしまう結果になってはいないのであろうか。
⑷　	女性は家庭に留まるということで，夫は外で長時間労働を強いられる。子の教育は
専ら妻に委ねられ，子どもは社会の決まりや厳しさを父親から学ぶことなく，大人
（7）	 林道義　『母性の復権』中公新書　1999年
　　　J・ボウルビィ（John	 Bowlby，イギリスの精神科医，1907〜1990）によると，施設で育てられた子どもは
情緒の発達に障害を起こしやすいということで，三歳までは母の手で子育てを行うべきという「三歳児神
話」が生まれ，林もこの説に与する。ボウルビィの「三歳児神話」説では，第二次世界大戦で親を失った
子どもたちが対象になる。現在では以前と比べると施設や保育者の質がよくなり，子どもの情緒の発達の
障害にそれほど影響を与えないなど，様々な立場からの主張がある。
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になってしまうことはないのであろうか。
林道義の『母性の復権』が出版されたのが1999年であり，それから十四年が経過してい
るが，乳幼児がいる母親が働かなくてもよい制度はまだ一部の恵まれた女性にしか活用で
きていない。逆に，子どもができても経済的な理由から働きたい女性からは保育園を増や
して欲しい，ということがいわれている。
現実問題として働かなくては生活ができないから働くのであり，とくに夫が非正規社員
の場合妻も働かなくては，家族の生活が成り立たないのである。男性にせよ，女性にせよ，
日本の社会では一度会社を辞めてしまうと再び正社員として働くことはできず，パート社
員として補助的な仕事しかできないのが現状である。
妻はパート社員で働いても自分の収入が一定限度内だと様々な優遇制度があるのでいい
が，問題なのは男性がパート社員の場合である。今までパート社員というとほとんどが女
性で，沢山稼ぐ必要がなく，低賃金でもよかったが，男性がパート社員であると家族が生
活できないという現状がある。このような意味でも，大久保幸夫がいうように，単なる時
間の長短の違いを表すのではなく，人の差別につながるような「正規社員」あるいは「非
正規社員」という呼び名をやめ（大久保：209−211），同じ仕事をしたならば「同一労働
同一賃金」という条件が実現されるべきである。
日本の男性の労働時間が長いのは，「夫婦別あり」という教えがあり，男性が安心して
働けるようにということで，女性が家庭に縛り付けられているからである。女性が働くこ
とができれば，職場が男性にも働き易い職場に変わり，女性が働く分，男性の労働時間は
短くなるはずである。夫の労働時間が短くなれば夫は子育てに参加でき，このことが妻の
心に安定感をもたらし，妻の育児に好影響をもたらす。
林道義は「母性神話」を主張するが，これを妨げてしまう原因として，「働け」イデオ
ロギー（母性：136−140）と，「青い鳥コンプレックス」（母性：142−145）の二つをあげ
ている。
「働け」イデオロギーとは日本はこれから高齢化社会になり，労働力が不足してくるの
で，女性の労働力を活用しようというものである。女性が働けるためには，母性神話を崩
壊したものと見直さなければならず，女性が働けるように保育園を増やそうとする。
「青い鳥コンプレックス」とは幸せが家庭には無く，幸せとは家庭以外の何か遠くにあ
るとするもので，これへの憧れが，女性が家庭に留まり，子育てに専念することを難しい
ものにしてしまう。
林道義によれば，三歳までは子と母親の間に絆が築かれる時期で，子どもが将来自立し
ていく場合，その足場となる。女性が外で働くことや，家庭から離れて外の世界に目を向
けることは育児の妨げとなる。
林は母性とは政策的に作り出されたものであり，本能ではないと主張する「フェミニス
ト」に対して，次のように反論する。彼においては，女性に備わっている母性はあくまで
本能でなければならないのである。
この論法は現在のフェミニストたちによって広く採用されている。すなわち戦後の高
度経済成長時代においては，企業戦士としての夫と，専業主婦としての妻という性別
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役割分担ができあがり，専業主婦は家庭に閉じこめられて生きがいを失っていたの
で，「母という役割」を美化する「母性神話」が出されると，専業主婦に生きがいを
与えてくれるものとして広まったのだという論法である。（母性：106）
欧米では日本のように女性の働き方が，子どもができると会社を辞めてしまうというこ
とで，働く女性の数が人生の一時期減るというＭ字型の就労曲線にはなっていない。しか
し，欧米では女性が働くからということで子どもの成育が妨げられ，子どもが特に情緒障
害に陥るというわけではないことを参考に，今までとは異なる働き方が日本においても求
められるのではないか。
林道義がいう女性が持つ母性の維持を妨げてしまうような様々な考えを参照にしつつ
も，女性が生きがいを持て，しかもそのことにより女性が積極的に育児に関われるような
働き方があるということを，以下に示していきたい。
５．女性の生き方と職業
５－１．女性の生き方とワークシェアリング
日本は長時間労働の国で，欧州の労働者の1.5倍も働くといわれ（城：175−176）（8），女
性が働きながら子育てができないのも当然である。大久保幸夫が，『新卒無業』の中で述
べているオランダの労働者の働き方や，「経済協力開発機構」（OECD）（9）の日本の女性が
働き易くなるための政策提言が，女性の働き方を考えるうえで一つの参考になる。
オランダでは政府・経営者・労働者の三者が話し合い，同一労働同一賃金の下，正規で
あろうが非正規社員であろうが，同じ社会保険に加入するなどという働く条件を取り決め
る。これが，「ワッセナー合意」といわれる。自分の生き方に応じて労働時間を選択でき
るという，「多様就業型」（大久保：209）のワークシェアリング（仕事の分かち合い）が
導入されるわけだから，これならば女性も子育てをしながら，短時間だからといって差別
されることなく，労働時間を調整することで働き続けることができる。
日本でも以前は男性の労働時間が長いということで，過労死が起こり，これを防止する
意味でワークシェアリングの導入の是非が活発に検討された時期もあった。しかし，経済
状況が悪化し，労働環境を廻る変化によっていつのまにか立ち消えになってしまったとい
う経緯がある。
これに加え家族のあり方が多様化し，昔と違い現在は核家族化し，しかも結婚しない人
や非正規雇用で収入が安定せず，結婚できない人も増えている。日本では家族単位で社会
（8）	 城繁幸　『若者はなぜ３年で辞めるのか？』光文社新書　2006年
　　　「この調査（総務省が作成した労働力調査）によると，男性一般常用雇用者の週平均労働時間は48時間（2005
年版）。年にすると2500時間となる。おそらくこれが現実的数字だろう。つまり，平均的な日本人は，いま
でも欧米人の1.5倍程度は働いている計算になる」（城：175−176）。ここから，日本人のパート労働者の労
働時間が欧米人の労働時間に等しい，ともいわれる。
（9）	 朝日新聞　2003年11月19日付
　　　欧米の一人ひとりの生き方が大切にされる個人主義の観点から，日本の家族主義に基礎を置いた働き方が
評価されている，ともいえる。個人主義は世界の潮流であるにもかかわらず，日本はこの流れに乗ってい
ないことになる。
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保障制度が決められているが，これが現状に合わなくなりつつある。
日本は家族主義の国ということで，家族の構成員が困った時には家族が面倒を看てきた
が，これが社会で支援するという社会保障制度の発達を遅らせている側面がある。一人世
帯の家庭では本人が高齢になり，何か困ったことに直面すると，家族の支えがなくなり，
途端に生きていけなくなる。
この典型的な例は，日本では家族に障害がある子どもがいると，両親は自分たちが元気
な間はその子の世話ができるが，年を取り，亡くなってしまうと子が生きていけなくなる
ことを心配して，親子心中をしてしまう家族もある。これは日本独特の現象で，家族主義
の弊害でもある。
正規社員の妻は年金を納めなくとも年金をもらえるが，非正規社員の妻は自分で年金を
納めないと年金は貰うことはできないし，四十年間納めても月額六万五千円位では老後は
生活ができない。大抵の人は国民年金を四十年間も納めることができず，その結果受け取
る額は大体五万円前後である。非正規社員には若い人が多く，このように将来を描けない
状態では結婚もできないし，女性もこのような男性との結婚をためらってしまうであろう。
自らの意思で専業主婦になる女性もいるが，若いときに専業主婦になれるのは女性のほ
んの一部である。しかもこのことを企業も政府も金銭的に後押ししているようでは現在の
働くことについての対応は公平とはいえまい。女性が外で働かないで家庭に留まることが
政策的に優遇されているからということで専業主婦になるようでは，女性が自分に与えら
れた能力を活かし，働き続けるということに意欲を失ってしまうのも当然である。
日本でも独身のままで高齢になる人や，離婚が増え，家族のあり方が変わってきつつあ
る。女性は子どもができると会社を辞め家庭に入る場合がほとんどなので，その後家庭の
事情で離婚することになっても社会からの支えがないと生活ができないのが，シングルマ
ザーの置かれた状況である。
女性は，働くのは子どもができるまでということで，手に職を持つことができるチャン
スが十分に与えられることが少なく，離婚しても結局はパート社員として働かざるを得な
いからである。これでは子どもを育てながらのシングルマザーの生活は悲惨なものとなっ
てしまう。
オランダのように様々な働き方ができるワークシェアリングを導入すれば，女性は子ど
もができても働けるということで，将来を見据えた働き方ができ，学校で学んだことを社
会の中で活かそうとする意欲がわいてくる。
働くことができるということは経済的な自立を可能にし，相手の収入や学歴に依存する
ことなく，二人で自分たちの生活を築くことになる。そうすれば結婚も相手の収入や社会
的地位を求めての結婚ではなくなり，まさに相手を愛しているから相手と結婚するという
ように変わってくる。
林道義のいうように，家族愛の前提は「夫婦の愛」（父性：116）（10）であり，妻にとって
一番大切な人は夫である。ところが妻と夫のコミュニケーションの不在はいたるところに
見られるようである。ほんの一例ではあるが，デパートなどで買い物客の中でよく見かけ
（10）	 林道義　『父性の復権』　中公新書　1996年
　　　林道義は父性の条件の一つとして家族愛を述べ，この前提になるのが夫婦の愛である。熟年離婚は夫が忙
しすぎ，逆に妻は時間がありすぎて，夫婦の愛を築けないというところに原因がある。
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るのは妻と娘の姿である。妻は本来ならば自分にとって一番大切な人である夫と外出でき
ると，熟年離婚の原因にもなるコミュニケーション不足が解消されてよいし，夫自身も時
間があるなら妻と買い物に行きたいと思っているはずである。
女性が働くことにより夫が早く帰宅ができ，夫も育児や家事を分担することになり，相
互に「経済的」かつ，「生活的自立」（神田：239）（11）ができるようになれる。このことは
女性が社会の中で活躍していくためには必要なことである。
５－２．「世界協力開発機構」の提言
2003年に，「世界協力開発機構」（OECD）は日本の女性が社会の中で活躍するための幾
つかの提言を行っている。この提言から十年が経ち，徐々に改善されてきた項目もあるが，
未だに十分ではなく，これは現在も有効である。提言の一つひとつの項目を満たしていく
ことが，日本の女性が持つ能力の伸長に役立ち，女性の地位の向上に繋がる。
⑴　正規雇用の労働者と同じ年金制度をそれ以外の労働者にも拡大し，格差を是正する。
⑵　男女間の平等と同一労働同一賃金に関する法律をより積極的に施行する。
⑶　全労働者の賃金や昇給の決定に際して，業績評価の割合を高める。
⑷　求人の年齢制限を見直す。
⑸　配偶者が仕事をする意欲をそぐような年金制度を改善する。
⑹　使用者や労働組合に対し，配偶者手当制度の改革を働きかける。
⑺　	使用者や労働組合に対し，時間外労働の制限や柔軟な労働時間規定の適用を厳し
く守らせる。
⑻　	保育政策は市場志向をさらに強めるべきだ。質の高い許可施設を利用する親に育
児手当を支給する方法も考えられる。（「朝日新聞」，2003年11月19日付）
この提言の一部は，「世界協力開発機構」だけではなく，大久保幸夫も既に行っている。
彼が，「新卒無業を超えて―新しい社会のしくみ」（大久保：209−214）の中で提案するワー
クシェアリングは，主にこの中の⑵と⑺に，女性の年金制度や優遇税制に対する改革の提
言は⑴，⑸，⑹などに該当する。
日本には日本独特な働き方に関する日本的雇用慣行があり，これは日本の文化や伝統に
根付き，ここから誕生してきたものである。波頭亮の『ポスト終身雇用』によると，日本
的雇用慣行は，「終身雇用」「年功序列」「企業内労働組合」（波頭：15）（12）から成り立つ。
これは日本的雇用慣行の「三種の神器」といわれるもので，経済協力開発機構の提言の実
現を阻んでいる側面がある。
この三種の神器は欲しいものがなくなり，右肩上がりの経済成長ができなくなった現状
では，もはや維持していくことが難しく，崩壊しつつあるといわれる。しかし，日本人の
意識の底に深く存在する心情と一致し，いまだに働く際の目安の基準になっている。
終身雇用と年功序列は，「業績評価の割合」を低め，企業内労働組合は使用者に対して，
「時間外労働の制限」を緩めている。日本は儒教の影響を強く受けている国で，日本的雇
（11）	 神田道子その他編著　『新・現代女性の意識と生活』　NHKブックス　1992年
（12）	 波頭亮　『ポスト終身雇用』PHP研究所　1994年
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用慣行の三種の神器もこの影響の下にある。
欧米では人を評価する場合，その人が持つ仕事をする能力という観点で評価する。しか
し，日本では人を評価する場合，単なる能力ばかりではなく，その人の有する徳も考慮さ
れるし，これが歳とともに増すと思われている（13）。それゆえ，日本には年配の人にことさ
ら敬意を払うという伝統があり，このことが年功序列の維持に影響を与えているし，上に
立つ人には年配の人が多い。
もし父と息子の賃金が同じになるならば，儒教で強調される「孝」の実現は難しいもの
になり，日本特有の家族主義は崩壊の憂き目に会い，家族の形が変わってくる。子どもは
一人では経済的に生活ができないということで，これまでは家族と同居していたが，収入
が保障されることで家族から離れ，自立し易くなる。
日本の企業内労働組合では会社は一つの家族に例えられ，社長は父で労働者はその家族
とみなされ，両者の結びつきは強く，和気あいあいとしている。働いている者だけでなく，
それに属する家族も，その会社の一員としての帰属感を持つに至る。会社の業績が上がっ
ているときはいいが，業績が下がり，労働者が不利益を被っても企業内労働組合ではその
ことを主張することは難しいものとなり，労働者の働く権利が十分に保障されにくくなる。
日本的雇用慣行は右肩上がりの経済成長があるという条件の下において成り立ち，これ
が不可能になっても存在しているということは，この慣行が日本人の儒教的な考えと重な
るからである。日本的慣用は景気の動向によって左右されながらも，日本の社会から完全
になくなってしまうことはありえない。日本は将来に向かって舵を取るうえで，グローバ
リズムの流れに沿って個人主義の道を選択するのか，家族主義の伝統を守って日本独自の
道を歩むのかという，選択の瀬戸際に立たされていることは確かである。
欧米のキリスト教にも，あなたの両親を敬いなさい，という教えがあるので，「孝」を
実践することは人類に共通することである。しかし，孝を土台とする儒教の徳のほとんど
は「慣習道徳」（道徳：76）（14）で，それが正しかどうかを論ずることはその中に宗教的情
操の問題が入ってくるので，単に理性の問題としてのみ捉えていくことは難しいものとな
る。しかも，この儒教の徳が日本の伝統になり，日本人の生き方と同様，働き方をも規定
している。
「世界経済フォーラム」（WEF）の2012年版の「男女格差報告」では，日本の女性が政
治の分野や会社で活躍している順位は135の参加国中101番目であるが（15），この順位には日
本社会の先祖崇拝を土台とする家族主義の特殊性が反映されている。これを改善するため
には，女性が主体的に自分の人生を選択できるように，日本人の意識や社会構造のあり方
を変えていくことが必要となる。このことは，「世界協力開発機構」の提言の各項目を満
（13）	『論語』金谷治訳注　ワイド版　岩波文庫　1991年
　　　「子の日わく，吾れ十有五にして学に志す。三十にして立つ。四十にして惑わず。五十にして天命を知る。
六十にして耳順がう。七十にして心の欲する所に従って，矩を踰えず」（論語：28）。欧米では仕事をする
際の専門家としての一面的な能力が問われるが，儒教の影響が強い国では人間の全人格が問われる。
（14）	 教師養成研究会編著　『道徳教育の研究』新訂修正版　学芸図書　2000年
（15）	 朝日新聞　2012年10月25日付
　　　「世界経済フォーラム」（WEF）は毎年ダボス会議を主催し，男女の雇用格差をなくすことで日本の国内総
生産（GDP）が16％増えるという報告をしている。日本の女性の教育レベルは高いが，これが活用されて
いないことに問題がある，という指摘である。
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たすことにもなり，このことで女性が自立でき，国際比較での順位の上昇に繋がる。
林道義の主張を尊重しつつも，これが実現できない現実を改善してゆかないと日本の女
性は社会で活躍できず，「幸福な人間」になれず，世界の中の女性の順位も上がらない。
女性にとって働き易い社会は，男性にも働き易い社会である。男女が仕事を大切なもの
としながらも，単に仕事だけでなく，自分の生き方や家族・地域社会などとの係わり合い
を大切にして生きていける，そのような社会の構築に職業指導は寄与する。
おわりに
女性に様々な働き方があることを示し，このことができるように社会を変えていくこと
が，女性だけではなく男性にとっても幸せな社会の実現のためには必要である。
専業主婦には家庭を守っていくということで様々な特典が与えられ，学生の中にはこれ
に甘んじ，最初から働くのを諦めてしまっている女子もいる。これでは女性の持つ能力が
活用されず，しかも配偶者の一方に何か事故があり，働けなくなった場合，家庭生活は途
端に破綻してしまう。
全ての人間は幸福な生活を送りたいはずであり，このことができるような社会保障制度
のあり方を考えていかなければならない。家族のあり方が変わりつつあるにもかかわら
ず，日本伝統の家族主義の崩壊を防ぎ，これを維持していこうとするあまり，社会におけ
る家族の現状の変化に合っていないのが現在の社会制度である。
女性が生きがいを持って働け，しかも女性に働き易い職場は男性にも働き易いはずであ
る。女性の生き方は，男性の働き方とは無関係なはずがない。日本の男性は働きすぎだと
いわれるが，これは男性は外で働き，女性は家庭に留まるという儒教的伝統があるからで
あり，これが両性の生き方を縛っている。このことを変えていく意味でも，家族主義の伝
統が強い社会では，このあり方を未来へ向けて再検討していくことが必要である。
女性が家庭に留まることで，子どもの教育に携わるのは主に母親で，子どもは心の中で
父性を築くのは難しくなる。子育てのためにも夫が早く帰ることができ，妻の子育てをサ
ポートし，共に子育てに参加できるような働き方を考えていかなければならない。
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〔抄　録〕
生きることは働くことと密接な関係があり，生きることは働くことであるといっても過
言ではない。働くことが生きがいだという人もいるが，それ以外の人にとって働くことは
辛いものであリ，働くことの中に些細な楽しみや幸せを見つけながら，家族のために辛抱
しながら働き続けている。
日本では男性は外で働き，女性は家庭を守るという伝統があり，男性の働き方がどうし
ても長時間労働になり，逆にこれが女性の生き方を縛っている側面が強い。男性も女性も
働くことをも大切にしながら，自分の生き方，家庭生活，地域社会の人々との交流などを
も大切にしながら生きていきたい，と願っているはずである。
かつては非正規社員というと女性がほとんどだったが，最近では男性の非正規社員も増
え，非正規社員が労働者に占める割合は既に三分の一を超えている。正規社員と同様に非
正規社員も幸せな人生を送りたいと思っている。「世界協力開発機構」は女性が意欲を持っ
て働くための幾つかの提言をしているが，この提言を一つひとつ実行していくことが公平
な働き方を実現していくうえで，女性だけでなく男性にとっても必要なことである。
